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令和７年度 家庭教育学級学習主題一覧 
 

学  級  名 学   習   主   題 

旭 幼 稚 園 家 庭 教 育 学 級 親子のふれあいを通して、心豊かな子どもを育む家庭教育を目指す 

鉾田北幼稚園家庭教育学級 親子のふれあいを通して、豊かな心を育む家庭教育の在り方 

鉾 田 幼 稚 園家 庭 教育学 級 親子のふれあいを通して、心身共に健康な子どもを育てる家庭教育の在り方 

つばさ幼稚園家庭教育学級 親子が共に成長し、豊かな心を育む家庭教育を目指す 

旭 東 小 学 校家 庭 教育学 級 親子の触れ合いを通して、心豊かな家庭づくりを目指す 

旭 南 小 学 校家 庭 教育学 級 親子のふれあいを通して、心豊かな心を育む家庭教育の在り方 

旭 西 小 学 校家 庭 教育学 級 親子の絆を深め、心豊かな子供を育む家庭教育の在り方 

旭 北 小 学 校家 庭 教育学 級 親子のふれあいを通して、豊かな心を育てる家庭教育学級 

鉾田北小学校家庭教育学級 親子のふれあいを通して、心身共に健康な子供を育てる 

鉾田南小学校家庭教育学級 親子の絆を深め、心豊かな子供を育む家庭教育の在り方 

大 洋 小 学 校家 庭 教育学 級 親子のふれあいを通して、豊かな心を育てる家庭教育の在り方 

旭 中 学 校 家 庭 教 育 学 級 親子のふれあいを大切にし、心身共に健康な子供を育てる家庭教育の在り方を考える  

鉾田北中学校家庭教育学級 心豊かで健康な子どもを育む家庭教育の在り方 

鉾田南中学校家庭教育学級 学級生同士の親睦を深め、心身ともに健全なこどもたちを育む家庭教育を目指す  

大 洋 中 学 校家 庭 教育学 級 学級生同士が親睦を深めながら、心身ともに健康な子どもを育てる家庭教育学級  
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学級名     旭東小学校家庭教育学級   

学習主題    親子の触れ合いを通して、心豊かな家庭づくりを目指す 

学級生     男 ０名・女 28 名   計 28 名 

対象学年    第２学年 

 

 
1 .令和 7年度学習概要 

回数 月/日 学習課題 学習内容,方法 時間 指導・助言 

1 4/18(金) 開級式 講話 

家庭教育学級について 

0.5 校長 

2 6/2（金) 
安全教育 

子供の事故防止 

心肺蘇生法 

AED 講習会 
1.0 

日本赤十字社 

茨城県支 

3 9/9 (火) 親子で学ぶ 
出前ミルク教室 

講話・バター作り体験 

1.0 
茨城県牛乳普及協

会 

4 10/29(水) 親子製作 
季節について 

リース製作 

 

2.0 JA女性部 

5 

 

  〃 親子のふれあい 親子給食 

 

1.0 
学級長 

担当教諭 

6 2/27 (金) 閉級式 
活動事業報告 

今後の家庭教育について 
0.5 校長 

 

 

２．特色のある活動事例 

 

（１）安全教育「心肺蘇生法· AED講習会」 

 講師の先生の指示を聞きながら、AED を使った心配蘇生法を         

学びました。救急隊に引き継ぐまでの基本的な操作手順や胸骨

圧迫の方法を、人形を使用し実際に行いました。 

 

「もしもの時」の知識として、AEDの操作を学ぶことができ有意義な講習会となりました。一

生のうち、なかなか使用する事はないと思いますが、いつどこでおこるか分からない「もしもの

時」の備えとして、日頃から AEDの設置場所を確認しておくと良いのだと思いました。 
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（２）出前ミルク教室 

牛の体の仕組みや、牛乳がどのようにして学校給食や、

店頭へ届けられるかをお話していただきました。 
 児童が実際に生クリームからバターを作り、試食する事

ができ、クイズ形式での講話など、とても楽しんで参加す

ることができました。 
学校給食で毎日提供されている牛乳は、児童にとって身

近な飲み物かと思いますが、安心・安全に飲めるようにな

るまでの工程を学ぶ事ができ、苦手な人でも、少しずつ挑戦できるようになったのではないかと思

います。手作りパターは無塩ということもあり、好みは分かれてしまいましたが、簡単に作ること

ができ、家庭で取り入れやすそうな手作り体験となりました。 

 
 

（３）季節のリース作り・親子給食 
JA 旭村女性部 米川様、小松﨑様を講師としてお招きし、クリスマスリー

ス作りをしました。 
難しい箇所もありましたが、親子で協力しながら作ることが出来ました。

家庭ではゆっくり会話ができない分、親子での工作を通して、 クリスマス前

の楽しいひと時になったのではないかと思います。 
親子給食では、児童が普段どのような学校給食を食べているのか、ど のよ

うにして食べているのかを知ることができ、家庭での食事の様子や食事量の

違いなどを確認しました。親子で会話を楽しみながらの給食時間となり、と

ても有意義な時間となりました。 

 

３．令和 7 年度の活動反省 
今年度は親子の触れ合い・心豊かな家庭づくりを目標に取り組みました。 

ミルク教室については夏の開催となってしまいましたが、食品を取り扱う活動については、暑い

時期を避けた方がよいと思いました。親子での取り組みを多く取り入れ、テーマに沿った内容とな

り、楽しく行うことが出来たのではないかと思います。 

 

４．今後の課題・要望等 
今年度の活動では学級生間の親睦を深める機会を持つことが出来なかった為、学級生が参加した

くなるような活動など、今後はそういった学習を取り入れていければと思いました。 
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学 級 名   鉾田市立大洋小学校家庭教育学級 

学習主題   親子のふれあいを通して、豊かな心を育てる家庭教育学級の在り方 

学 級 生   42 名 

対象学年   第１学年 

 

 

１．令和７年度学習概要 
回数 月/日 学習課題 学習内容・方法 時

間 
指導・助言 

1 

6/ 27 (金) 開級式 

子どものやる気を

引き出す声かけ 

グループワーク(サロン 

型) 

ペップトーク 

2.0 校長 

講師 

ペップトーカー 

西山崇子先生 

2 

11/ 18(火) 食育 “たべるたいせつ” 

栄養満点ジュースを作ろう 

2.0 講師 

いばらきコープ 

食育サポーター 

3 

1/20 (火) 親子の触れ合い

を深める 

閉級式 

親子活動 

親子でバルーンアート 

2.0 講師 

スクールサポーター 

角田 健治 先生 

鉾田市防犯協会 

 

 

子育ての悩みを切り口に、子どものやる気を引き

出す声かけとしてのペップトークを学びました。否定

せず気持ちを受け止め、前向きな言葉を選ぶことで、 

子どもの行動や自己肯定感が変わる点が印象的でし

た。伝え方を工夫することで、親子関係もより良くな

ると感じ、日常の関わりの中で取り入れていきたいと

思いました。 
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コープの職員の方を講師に迎え、栄養満点ジュース作りの

講座に親子で参加しました。野菜や果物の宋養について分か

りやすく教えてもらい、食材選びの大切さを改めて感じまし

た。子どもと一緒に調理することで、楽しみながら食への関

心を高められたのが良かったです。家庭でも取り入れやすい

内容で、日々の食生活を見直す良いきっかけになりました。 

 

 

 

 

親子で参加できるバルーンアート教室では、風船を使

って剣や花など様々な作品を作り、最初は難しそうな表

情が多かったですが、講師の先生の説明を聞きながら少

しずつ形になっていく過程が楽しかったです。子どもも

夢中になって取り組み、完成した作品を嬉しそうに見せ

てくれたのも印象的でした。親子で同じことに挑戦する

ことで、達成感を共有でき、良い思い出となりました。 

 

 

今年度の活動では、親子で一緒に参加・体験できる機会が多く、とても有意義だったのではない

かと思います。親子で同じ作業に取り組むことで、楽しさや達成感を共有できた点が印象的でした。

こうした体験を通して、子どもの意欲や笑顔を間近で感じることができ、親子の関係を深める良い

時間となり良かったです。 

デジタル化が進み、家庭内でもスマートフォンやタブレットに触れる時間が増えている中で、

親子が直接関わり合う時間の大切さを改めて感じました。画面越しではなく体験を共有できる活動

を意識的に取り入れ、会話やふれあいを深めていくことが課題ではないかと感じます。そのために

も、親子で参加できる場や機会を継続して設けていく必要があると思います。 
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